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第
三
回
評
議
員
会
総
会
、

第
五
回
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ
ロ
ン
、

懇
親
会
、
盛
会
に
終
わ
る

ＯＭＵＰが発足して２年が経過。３年目
を迎えた今、一層の発展と社会貢献を願い、
決意を新たに理事長からのメッセージです。

　ＯＭＵＰ会員の皆様にはお

元気にご活躍のことと拝察申

し上げます。日頃はＯＭＵＰ

の活動に対し種々ご支援頂き

誠に有り難うございます。お

蔭様でＯＭＵＰは３年目を迎

えることになりました。

　この２年間少しずつではご

ざいますが、”どこよりも安く・

早く・良いものを！”モット

ーに着実に出版を重ねてまい

りました。そして、著者や編

者の方々からも大変好評を得

ております。世の不況は悪く

成るばかりですが、せめて会

員の皆様には出版の喜びと充

実感を得ていただきたいもの

と思っております。

　常務理事会では企画･編集

に当り出版予定の方々のご要

望に出来るだけ答えられるよ

う努めております。例えば、

出版助成制度活用への協力、

著者を囲んでのサロンの開催、

セミナーや講演会の開催、出

版物のＰＲそして将来的には、

ＯＭＵＰの経営状況ならびに

出版物の売れ行き予想にもよ

りますが、自費出版経費の１

部出資、等も考えております。

会員の皆様方のご意見も充分

拝聴しながら安定した運営を

計りたいものと思っております。

　ご存知のように、先日国立

大学法人法が成立し、平成１

６年４月より施行されること

になっていますが、公立大学

においても法人化の道は避け

られない様相です。このこと

がＯＭＵＰの活動にどのよう

に影響するかは定かではあり

ませんが、この機にＯＭＵＰ

の基盤を一層固めておくべき

ものと考えております。そして、

ＯＭＵＰの活動が少しでも外

部評価のプラスに貢献できる

よう活性化したいものです。

今後とも会員の皆様の一層の

ご支援とご協力をお願い申し

上げます。

ＯＭＵＰ　３年目を迎えて

　　　　　　　　　　　

　　　　　　   理事長　大阪府立大学教授

　　　　　 　　　　  桑原　孝雄 氏
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「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
会
員
が
新
入
生

に
す
す
め
る
本
」

市
大
、
府
大
、
女
子
大
生
協

の
協
力
で
刊
行
実
現
！

第２回ＯＭＵＰサロンのお誘い

新入生にすすめる本OMUP会員が

　 　 　 　 　 　 　 共 同 企 画

大　阪　公　立　大　学　共　同　出　版　会
大阪市立大学生協/大阪府立大学生協/大阪女子大学生協

　
去
る
５
月
24
日
、
我
が
大
阪
公
立
大
学

共
同
出
版
会
（
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
）
の
会
員
総
会

と
も
言
え
る
評
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
14
年
度
決
算
案
、
平
成
15
年
度
予
算

案
を
中
心
に
承
認
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
の

活
動
も
三
年
目
に
入
り
、
予
算
規
模
も
一

千
万
円
近
く
に
な
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
出

版
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

予
算
内
容
と
な
っ
た
。
議
題
の
審
議
内
容

は
概
略
以
下
で
あ
っ
た
。

一
．
平
成
14
年
度
事
業
内
容
の
報
告
と

決
算
案
の
承
認

二
．
平
成
15
年
度
事
業
予
算
案
の
承
認

三
．
定
款
の
一
部
変
更

四
．
活
動
計
画
（
会
員
募
集
、
大
学
出

版
会
、
出
版
の
促
進
）
に
つ
い
て

　
総
会
終
了
後
、
阿
部
敦
氏
を
囲
ん
で

第
５
回
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ
ロ
ン
が
催
さ
れ
た
。

『
社
会
保
障
政
策
従
属
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
政
策
』
は
、
金
沢
大
学
大
学
院
で
の

博
士
論
文
を
本
に
し
た
も
の
（
サ
ロ
ン

紹
介
、
新
刊
紹
介
参
照
）
。
今
回
の
サ

ロ
ン
は
い
つ
も
と
趣
を
異
に
し
た
講
演

会
形
式
で
あ
っ
た
が
、
若
さ
を
前
面
に

忌
憚
の
な
い
話
が
ぽ
ん
ぽ
ん
飛
び
出
す

内
容
に
、
会
場

は
新
鮮
な
空
気

に
包
ま
れ
た
。

　
サ
ロ
ン
終
了
後
、

学
術
交
流
会
館

ロ
ビ
ー
で
は
Ｏ

Ｍ
Ｕ
Ｐ
編
集
長

金
井
一
弘
氏
の

司
会
で
恒
例
の

懇
親
会
が
行
わ
れ
、

会
員
相
互
の
親

睦
が
図
ら
れ
た
。

会
場
で
は
、
既

刊
本
の
展
示
・

販
売
な
ど
も
展
示
さ
れ
た
。
今
回
は
、
今

後
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
村
田
氏
（
女

子
大
）
の
日
仏
共
同
出
版
本
の
装
丁
を

担
当
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
辻
村
氏
も
参

加
さ
れ
た
。
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
数
々

を
ご
披
露
さ
れ
、
み
ん
な
の
関
心
を
集

め
て
い
た
。
和
や
か
な
中
に
熱
く
、
Ｏ

Ｍ
Ｕ
Ｐ
設
立
二
周
年
を
祝
っ
て
ス
ピ
ー

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
さ
て
、
冊
子
の
構
成
で
す
が
、
①
私

の
最
近
の
読
書
か
ら
印
象
に
残
っ
て
い

る
本
、
②
こ
れ
だ
け
は
読
ん
で
お
こ
う
、

の
２
項
目
か
ら
な
っ
て
い
て
、
会
員
の

皆
様
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
「
推

薦
図
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基
づ
い
て
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生

方
の
個
性
あ
ふ
れ
る
推
薦
図
書
が
並
ん

で
お
り
、
素
顔
が
垣
間
見
え
る
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
で
楽
し
ん
で
読
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
発
行
し
て
欲
し

い
と
の
声
も
あ
り
、
継
続
し
て
発
行
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
執
筆
さ
れ
な
か
っ
た
会
員
の
皆
様

に
は
、
是
非
次
回
に
、
学
ぶ
者
の
先
輩

と
し
て
、
図
書
を
通
じ
た
学
生
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
稿
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は
、
是
非
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

チ
が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
出
版
計
画
そ

の
他
貴
重
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。

　
こ
の
度
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
と
市
大
、
府
大
、

女
子
大
の
三
生
協
と
の
共
同
企
画
に
よ
り
、

「
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
会
員
が
新
入
生
に
薦
め
る
本
」

と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
い
た
し

ま
し
た
。
刊
行
に
際
し
た
費
用
の
半
分

を
各
大
学
生
協
か
ら
拠
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
実
現
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
で
は
、
優
良
学
術
図
書
の

刊
行
頒
布
の
事
業
を
行
い
、
学
術
の
振

興
お
よ
び
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
、
学
生
へ
の
図

書
の
普
及
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
度
の
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
発
刊
に
よ
っ
て

そ
の
一
助
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
生
協
で
の
図
書

の
販
売
促
進
に
寄

与
で
き
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、

先
生
方
か
ら
学
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

『ＯＭＵＰ会員が新入生にすすめる本』を活用
したＢＯＯＫフェア　　　　府大生協で開催される

日時：6月２１日（金）ＰＭ５：００～７：００

場所：河内ワインの館（近鉄南大阪線「駒ヶ谷」

　　　駅下車徒歩７分）

会費：各種ワインの試飲、軽食および取れたて河

　　　内ブドウのお土産を含め、￥３,０００。

■平成14年度事業決算及び平成15年度事業予算
収入の部 平成14年度決算平成15年度予算

前年度繰越金 1,408,944 1,408,944 2,536,247

書籍売り上げ 431,641 500,000

出版料(著者から) 4,800,000 4,550,250 6,500,000

共同出版募金

出資金（１口10,000円）　 500,000 120,000 100,000

広告料 4,000 3,000 6,000

利子 500 45 1

総会、サロン、懇親会等会費 135,000 -

雑収入 3,275

合　　計 6,713,444 6,652,155 9,642,248

支出の部 平成14年度決算平成15年度予算

１　直接出版関係費用

　(1)製造費 3,840,000 3,013,349 5,000,000

　(2)運送・発送費 30,000 18,975 35,000

　(3)編集デザイン料 480,000 362,000 600,000

  (4)企画出版 1,000,000

小　　計 4,350,000 3,394,324 6,635,000

２　事務費用

　(１)交通費 50,000 3,240 50,000

　(２)通信費 20,000 45,690 50,000

　(３)消耗品費 20,000 37,177 50,000

　(４)備品費 50,000 0 0

　(５)出張費 30,000 0 100,000

　(６)会議費 10,000 133,642 10,000

　(７)調査研究費 10,000 70,000 100,000

　(８)広報・広告 50,000 90,144 300,000

　(９)渉外費 50,000 36,266 50,000

　(１０)光熱水費 10,000 0 0

　(１１)業務委託 300,000 300,000 300,000

　(１２)振込支払料 2,000 5,425 100,000

小　　計 602,000 721,584 1,110,000

３　次年度繰越金 1,761,444 2,536,247 1,897,248

合　　計 6,713,444 6,652,155 9,642,248

平成14年度予算

平成14年度予算

「ＯＭＵＰ会員が新入生にすすめる本」を活用したＢＯＯＫフェアが、各
大学生協で開催されました。学生が夏休みに入る前で、読書意欲が１年で
最も高まる時期の１つに合わせて実施されたものです。
大阪府立大学生協では、６月23日から、当パンフレット
に掲載されている全書籍を一同に集めたフェアとなり

ました。身近な先生たちの推
薦図書とあって、興味深く本
を手にとっている学生たちの
姿がありました。




